
Ⅰ．はじめに

看護基礎教育の指定規則は社会の変遷とともに
改正が行われている。平成20年（2008年）第₄次
改正において、看護の統合と実践分野が創設され
た。統合看護実習で行うべき内容について、厚生
労働省看護基礎教育の充実に関する検討会報告書

（2007）では「専門分野での実習を踏まえ、実務に
即した実習を行う。 複数の患者を受け持つ実習
を行う。 一勤務帯を通した実習を行う。 夜間の
実習を行うことが望ましい」とあげている。これ
に基づき、全国の看護基礎教育機関では統合看護
実習を行うようになった。

統合看護実習は、教育機関毎の裁量によって形
式、方法、学生配置、達成状況などが異なり、未
だ実習内容を模索している状況にある。その形態
は複数患者受け持ちを主体に行う、看護管理を重

視する、基礎教育と臨床の乖離を防ぐ工夫をする、
領域毎に学生を配置し目標を設定して行う、学科
全体で取り組むなど、様々である。

A 大学統合看護実習は、₄年通年科目として₂
単位90時間の必修科目で₂週間の病院実習を行っ
ている。

2019年末に中国武漢で発生した新型コロナウィ
ルス感染症（以下、COVID-19）の世界的な流行
により、WHO は、2020年₃月11日にパンデミッ
クを宣言した。わが国でも、10月₅日付（厚生労
働省 , 2020）発表では86,047名が感染し、1,602名

（空港検疫、チャーター便帰国者事例含む）が死
亡している。2020年₂月以降感染者が増加し、₄
月₇日から₅月25日まで緊急事態宣言が発出され
た。医療機関では COVID-19患者の対応だけでは
なく、通常診療の中止や変更、面会制限等の危機

〔報告〕
新型コロナウィルス禍の学内統合看護実習評価

－学生アンケート結果から－

太田  晴美 1），大崎  真 1），早坂  笑子 2）

1）東北文化学園大学医療福祉学部看護学科　2）前・南東北病院

要旨
新型コロナウィルス感染症の流行により、医療系学生の臨床実習を中止せざる

を得ない状況となった。A 大学統合看護実習も、臨床での実習を中止し、学内
実習を行った。実習目的等を変更せずに、個人面接、オンデマンドで臨床経験を
聞き、対面で学修、自己課題に取り組んだ。終了後の学生アンケート結果から、
学生は面接により内省できた（96％）、他者の経験から学びを得た（99％）、臨床
看護を知ることができた（96％）と答えていた。また、94％が卒業後の自分をイメー
ジし、97％が自らの学修課題に取り組むことができたと答えていた。実習態度の
自己評価は平均3.95/5点、満足度は平均4.28/5点と評価していた。　

しかし、看護技術や、コミュニケーション等、臨床経験不足は否めず、医療機
関とコロナ禍の実習方法並びに、継続教育について連携強化する必要性が示唆さ
れた。

【キーワード】 新型コロナウィルス感染症（COVID-19）、統合看護実習、学内実習、
ICT 活用、学び 

新型コロナウィルス禍の学内統合看護実習評価　－学生アンケート結果から－

- 27 -

東北文化学園大学　看護学科　紀要
第10巻　第₁号　2021年₃月



管理対策が一層求められている。
2020年₂月28日に厚生労働省（厚生労働省 , 

2020）は、COVID-19の発生に伴う医療関係職種
等の各学校、養成所、および養成施設等の対応に
ついて「実習中止、休講等の学生で修学の差がで
ない配慮を行うこと、実習施設の変更、年度をま
たぐことを検討しても代替が困難な場合、実情を
踏まえて学内実習等で知識技術を修得することと
して差し支えない」と事務連絡を発出した。

これを受け A 大学では、実習施設並びに近隣
医療機関状況を確認し、感染拡大状況、緊急事態
宣言等を検討した結果、前期の臨地実習は学内実
習で行うこととなった。

2020年度の A 大学統合看護実習は、学生を₃
クールに分けて、₆月中旬から₇月末に₇施設で
行う計画だった。しかし、学内閉鎖等により、₄
年前期の臨地実習スケジュール調整を行わなけれ
ばならなかった。臨地で統合看護実習を行う検討
をしたが、₄年次の実習で年度を超えることがで
きない状況、臨地実習先を確保できないことから、
臨地実習を断念し学内実習で行うことになった。

2020年₉月に統合看護実習の目的を変更せず
に、学内外の人的資源並びに A 大学で利用して
いるICT教育システム（Google Classroom®：以下、
クラスルーム）を活用し、統合看護実習を行った。

学内統合看護実習の準備・実施、並びに学生の
主観的な評価を記録に残すことは、収束の目途が
立たない新型コロナウィルス禍の学内実習による
教育を構築する上で意義がある。

Ⅱ．研究目的

学内で行った統合看護実習終了時の学生アン
ケートから、学内統合看護実習を評価し、今後の
課題について明らかにする。

Ⅲ .�研究方法

₁．研究対象
A 大学看護学科₄年生で、統合看護実習受

講学生80名のうち回答が得られた79名（回収率

98.7％）。
₂．データ収集期間

2020年₉月18日～ ₉月25日
₃．データ収集

Google forms® を利用した無記名アンケートで
行い、自由意思による回答とした。
₄．主な質問事項

₄つの観点で、主な質問項目は以下の通りであ
る。
①実習進行に役立てたもの
②学内実習内容
　初回面接での自己の振り返り、音声課題の学び、
多重課題・タイムマネジメント、臨床の看護を感
じとる。
③実習の取り組み
　不足している学修課題の取り組み、自分の振り
返り、卒業後の自分をイメージ、実習中の教員と
の関わり方、受講態度。
④実習評価
　実習満足度、実習の良さ、実習の改善点、その他。
　なお、質問の回答は、利用した内容が複数ある
ものは複数回答、到達状況を問う設問は₄択、で
きた・できないの判断を問う設問は₂択、態度・
満足度は₅段階、その他自由記述式を用いて回答
を得た。
₅．データ分析

選択問題は単純集計し、自由記述は類似する内
容を研究者間で検討し、内容分析を行った。
₆．倫理的配慮

本調査は統合看護実習最終日、全体ミーティン
グ終了後に、学生に口頭とアンケート用紙で①個
人の特定はしないことを保証、②成績には一切の
関係がない、③回答は自由意思で断っても不利益
がない、④調査目的・内容を理解し提出をもって
同意とみなす、⑤データはパスワードをかけロッ
ク付きの USB に保存する、⑥データは質問対応
のため₅年間は研究代表者研究室のカギのかかる
書庫に保管し、₅年後に粉砕破断、⑦結果は東北
文化学園大学看護学科紀要、看護系学会、他施設
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との学内実習検討等で公表することを説明した。
本報告は緊急性を有するため学生と東北文化学

園大学医療福祉学部看護学科長の許可を得て公表
する。なお、開示すべき COI 関係はない。

Ⅳ．実習概要

₁．平常時の統合看護実習について
1実習概要
⑴実習目的

大学の講義、演習並びに領域実習体験に基づ
き、病院等で複数患者受け持ち等の多重課題を通
して、チームアプローチの重要性を学ぶ。

⑵実習目標
① 既習の知識・技術を統合・活用し、患者ケア実

践を行う。
②ケア実現のマネジメント能力を養う。
③ 医療チームの一員として看護（看護学生）の役

割を遂行する。
④ 看護師の倫理綱領を遵守し、保健医療専門職と

して責任ある行動ができる。
⑤ 大学での学びと自己の看護観、および今後の自

己課題を明確にする。

⑶実習単位：₂単位（90時間）

2実習指導
⑴担当教員

看護学科全教員より担当教員を選出した後、教
員説明会を複数回開催し、必要に応じて個別に教
員と打ち合わせを実施し準備を行う。

実習中は、₁施設に主たる担当教員₁名と、副
担当教員₁名が学生の直接指導を行い、科目責任
者は看護部との調整、学生状況確認、巡回等を行
う。

実習終了後は、科目責任者が担当教員から実習
状況（学生、施設の指導等）の聞き取りを行う。

⑵実習施設
₂月に A 大学で臨地実習指導者会議を開催し、

各施設の指導者と、当該年度の振り返り、意見交
換を行う。

₄－₆月に看護部との打ち合わせ、その後病棟
での臨地実習指導者・看護師長との指導者会議、
実習終了後に看護部に実習報告を施設で行ってい
る。

3実習内容
⑴オリエンテーション

実習要項に基づき、統合看護実習説明を₄～
₅月に実施し、実習誓約書を記載し提出する。

⑵学内演習：事前、直前、最終の₃回
①事前：自己目標の立案（科目責任者）
② 直前：病院オリエンテーション、担当教員に自

己目標並びに事前学修提出
③ 最終：実習病院・病棟の良さを言語化し、他施

設との共通点、相違点に着目しディスカッショ
ンする。

⑶病院実習
①複数患者受け持ちまたは多重課題

病棟特性、学生のレディネス等から総合的に判
断し、複数患者受け持ちまたは一人の患者受け持
ちで、多重課題（優先順位の判断）やタイムマネ
ジメントを意識化して行う。
②夜間実習・遅番19時まで

夜勤勤務者の役割、日勤から夜勤への申し送り、
昼から夜にかけての患者の変化等を知る。限られ
た看護師で、多数の患者対応と優先順位の判断、
看護師間の協働の実際を学ぶ。
③病院・病棟を知る

病院・病棟オリエンテーション、組織体制や安
全管理等を学修する。

看護管理実習（半日～ ₁日）、管理者の役割や、
業務内容、管理哲学等を説明とシャドウイングを
通して学ぶ。
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表₁　統合看護実習目標、臨地・学内実習内容対比表

実習する病棟に関連した他職種連携や医療チー
ム・委員会活動の見学を通して学ぶ。
④報告会

中間報告会は立案した自己目標の進捗状況・目
標修正を指導者、担当教員に報告する。アドバイ
ス等を受けて実現可能な目標となるよう再修正を
行う。

最終報告会は、実習最終日に自己目標の振り返
りと実習終了後の目標を指導者、担当教員に報告
し総括する。

₂．2020年度学内での統合看護実習
1実習概要

目的・目標、実習時間数を変更せずに、実
習 形 態 を 見 直 し た（ 表₁）。 実 習 は ① Google 

Classroom を利用した音声課題（以下音声課題）
②対面学修、③面接、④自己学修で構成した。

2実習時期
他の領域実習が終了後、₉月₇－18日に80名一

斉に行った。

3実習内容
学内実習では、感染予防に留意しパソコン利用

が可能な教室及び、広い講義室を確保し、分散実
習ができるようにした。

看護管理学領域教員が科目責任者となり、基礎
看護学領域助教、統合看護実習指導に携わってい
た元看護師長の非常勤講師の₃名で学内実習を主
担当した。面接や音声課題、対面講義演習は、主

目標 臨地における実習内容 学内における実習内容・方法

₁．患者ケア実践を
行うために既習の
知識・技術を統合
する

◦不足知識・技術を自己学修
◦対象・ケアの根拠を理解し実践
◦安全管理と QOL を考慮したケア

◦知識、技術の習得状況を確認・学
修

◦ QOL を考慮したケア　
　＊安全管理は目標₃に包含

自己学修
音声課題

₂．ケア実現のため
のマネジメント能
力を養う

◦指導看護師と協働で看護ケア実践
◦優先順位判断
◦情報収集、情報共有、報告、連絡、

相談、申し送り
◦遅番

◦複数患者看護・多重課題
◦行動計画を立案、優先順位検討・

修正
◦情報確認、報告連絡相談
◦夜勤看護

対面実習（DVD・紙
上・ディスカッショ
ン）
音声課題

₃．医療チームの一
員として看護（看
護学生）の役割を
遂行する

◦医療安全、インシデント対応
◦リスク管理、情報管理
◦他職種連携、チーム医療実践
◦看護管理、リーダー・メンバーシッ

プ
◦実習病棟の特徴理解、説明
◦協働活動、学内演習

◦医療安全
◦インシデント・アクシデント報告
◦感染対策の実践
◦他職種連携、チーム医療の実践
◦看護管理者の役割、働き方
◦アサーションスキル
◦他者（教員）に関心を持つ

対 面 実 習（ デ ィ ス
カッション）
音声課題

₄．看護師の倫理綱
領を遵守し、保健
医療専門職として
責任ある行動がで
きる

◦個人情報、病院情報遵守
◦プライバシー保護
◦ケアのインフォームドコンセント
◦医師の病状説明に同席し、自己決

定を支援する関わりの実際を見学

◦個人情報の取り扱い
◦インフォームドコンセントの実際
◦保健医療福祉専門職・社会人とし

ての態度・マナー

対面講義
全体ミーティング

₅．大学での学びと
自己の看護観、お
よび今後の自己課
題を明確にする

◦自己目標の立案、中間、最終評価
◦自己成長と課題の記述
◦自己の看護観や、目指す看護師像、

モデルとなる看護師の姿を記述

◦自己目標（キャリアビジョン含む）
の立案、実施、修正

◦初回面接、中間面接、最終面接
◦看護の魅力、看護のキャリア
◦自己の看護観

面接
音声課題
対面講義
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表₂　クラスルームによる音声課題担当に加え19名の教員が指導した。
学生に、学内で実習を行う意義は、教員と積極

的に接点を持つことで、多様な経験を活用できる
と繰り返し伝えた。

また、午前・午後に全体ミーティングを行い、
修正点や注意点等を伝えた。学生は午後のミー
ティング終了後、₁日の行動並びに実習終了時刻
18時までの行動予定を教員に報告した。

⑴音声課題
実習初日に、17本の音声課題を一斉に提示し、

学生自身が、いつ、どの音声課題に取り組むか行
動計画を立案した。各音声を聞いて、その学びや
質問をクラスルーム上で提出し、学修を進めた。
学生の進捗状況を確認しながら実習₃－₄日目に
追加音声を₄本アップし、多重課題とタイムマネ
ジメントを実施できるようにした。

音声課題は₁本₄分30秒から32分で、概ね25分
程度の音声をインタビュー形式（一部、単独録音）
収録した（表₂）。
①実習導入

実習の動機づけを行うため、卒業生（看護師₁
年目）₂名の音声を聞き、学びを実習₂日目まで
に提出とした。卒業生の実習導入音声はタイムマ
ネジメントの仕方や、研修報告や記録の大切さ、
自己課題や目標設定、大学時代の実習行動計画と
臨床での違いなどを語っていた。
②キャリア

臨床看護師として働いていた当時、妊娠出産を
経験し、現在も子育て中の教員に仕事と子育てを
テーマにインタビューした。

また、新人看護師からプリセプターになるまで、
プリセプターとして大切にしていたこと、看護師
として就職後、希望部署に配属にならなかった、
成長の過程で悩んだ経験、看護師を経て現在教員
として働いている経験を収録した。

さらに、将来を見据えて、災害看護専門看護師に、
専門看護師になる経緯や進学、資格取得に関する
ことをテーマに、遠隔でインタビューを行った。

③看護の実際
若手の教員が臨床で実践していた夜勤の流れと

夜勤時看護師の役割を個々の経験に基づいて収録
した。

また、チーム医療は実習経験や、学生にとって
イメージすることが難しい透析看護を教員に、外
来看護を現職の外来看護師長に語っていただき収
録した。

さらに、看護を語ること、看護の魅力を感じ看
護観を醸成すること、他者の知見から学ぶために、
臨床での忘れられない看護を教員に伝えてもらっ
た。
④看護管理

看護師長経験、看護部長経験のある教員に管理
者の役割や管理者になった経緯と管理者の一日の
動きなどを収録した。

また、現職の看護部長に外部評価（医療機能評
価やISO等）を看護にどのように活かしているか、
看護部理念・方針などを含めた管理者としての管
理哲学を遠隔でインタビューし、収録した。

テーマ 内容 担当

実習導入 卒業生（₁年目）現在 卒業生₂名

キャリア

子育てと仕事 教員₁名

新人～中堅看護師経験 教員₂名

災害専門看護師 専門看護師₁名

現在までのキャリア 教員₂名

看護の実際

夜勤 教員₂名

チーム医療
教員
外来看護師長

忘れられない看護 教員₃名

看護管理
看護師長 教員₁名

看護部長
教員₁名
看護部長₁名

患者・家族
患者経験 教員₁名

家族から見た看護 教員₂名
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⑤患者・家族
教員自身が患者として入院手術を受けた際の患

者の気持ち、ご家族が入院し看取った経験から看
護師との関わりについて、収録した。

⑵対面学修
①医療安全

医療安全は、インシデント・アクシデントの実
際例をもとに、教員（基礎看護・看護管理・看護
師長経験のある統合看護実習非常勤）₃名でディ
スカッションを行った。

その後、学生を交えて全体討論を行った。学生
は教員からインシデントの経験が、その後の自分
にどのように役立ったか、精神看護領域で起こり
うる事故など、経験に基づいた話しを聞くことが
できた。

医療を安全に提供するには、看護師の仕事は生
命に直結するという怖さを知り、注意深く対応す
ることや、安楽・安全・安心の重要性についてディ
スカッションした。

学生自身が自己を振り返り、自分の傾向から起
こしやすいインシデントを想定し、インシデント・
アクシデント報告書を記載して、提出した。また、
医療安全は報告で終わらせずに組織的な対応の必
要があるため、学生が管理者（または医療安全管
理者）役割を想定し、インシデント・アクシデン
ト報告書（管理者用）を記載して提出した。
②アサーション

精神看護領域教員から、看護職は患者だけでは
なく、共に働く仲間など、人とかかわる仕事であ
り、相手も自分も大切にできるコミュニケーショ
ンを図ることの重要性について講義した。実習目
標「医療チームの一員として看護（看護学生）の
役割を遂行する」ために、学生は自己のアサーショ
ン傾向を分析し、事例をもとにアサーティブな対
応をワークした。
③看護管理・看護の魅力

担当教員が対面で自らの看護実践、看護のやり
がいや魅力を伝え、看護師が “ 看護を語る ” こと

の必要性について説明した。また、看護管理は管
理者が行うだけではなく、看護師一人一人が自己
管理することの重要性を伝えた。さらに、クラス
ルームで提出された学びを確認し、他者の経験か
らの学びを、自分の学びにつなげる必要性等を補
足した。
④複数患者受け持ち・多重課題

同時多重課題時の優先順位について、資料を
基に自己学修し、他学生の意見を聞く。DVD で
複数患者受け持ちや多重課題状況を視聴した。
DVD を途中で止め、“ この場合、看護師の自分だっ
たらどうするか？ ”、“ 師長の立場でどうするか ”
など、教員がデモンストレーションを行いながら
進めた。

⑶面接
面接は、大学生活を振り返り、自己の知識技術

習得状況を確認し、自己目標（短期・長期的な）
と計画を立案できる、他者に関心を持つことがで
きる、効果的なプレゼンテーション、マナーを実
践できることを目的に、個別に初回面接・最終面
接を一人20分ずつ行った。
①初回面接 

初回面接はスケジュールに基づき学科内教員
（₈名）が担当し、₁対₁の個別面接を15 ～ 20分
間実施した。面接内容は、学生自身が自己目標
記録に基づき、大学生活での学び（知識・技術）、
何ができて何が不足しているか、将来目標と計画
をプレゼンテーションした。

面接する担当教員に関心を持ち、教員に対して
質問し、ディスカッションを行った後に、教員か
らフィードバックをその場で受けた。
②最終面接

最終面接は、統合看護実習最終日から₆日間に
わたり、科目責任者と₁対₁で20分程度行った。
面接内容は、最終面接資料を用いて、初回面接で
受けたアドバイスを踏まえ、意識したこと、統合
看護実習中の取り組み、自己の将来像（キャリア
ビジョン）に関して学生がプレゼンテーションを

₆ 太田　晴美
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₂.　学内実習内容
1初回面接で自己の振り返り（₄択）

初回面接で自己の振り返りを大いにできた44％
（41名）、できた52％（35名）で、あまりできなかっ
た₄％（₃名）と回答した。学生は、初回面接で
自己を振り返り、気づきがあった（図₂）。

2音声課題の学び（₄択）
教員、現役の看護師の21音声課題は、大いに学

びがあった74％（58名）、学びがあった25％（20
名）、あまり学びがなかったと答えたのは₁％（₁
名）であった（図₃）。

 

行った。
また、学生自身が統合看護実習中に行った自己

課題（大学での学びで不足している知識学修等）
について、自己の学修方法や工夫、成果を持参し、
プレゼンテーションに追加した。

面接を担当した科目責任者は、既に提出してい
る記録、クラスルーム課題等を学生と共に確認し
ながら、フィードバックを行った。フィードバッ
クは実習終了後の看護師としての学修継続動機を
高めるために PNP 法（positive negative-positive）
を用いて行った。

Ⅴ．結果

Google forms® による無記名アンケート。2020
年度 A 大学看護学科₄年生で、統合看護学実習
受講学生80名のうち回答が得られた79名（回収率
98.7％）。

₁.　実習進行に役立ったもの（複数回答）
統合看護実習では学生の自律的な計画・行動を

もとに行う、課題の取り組み、タイムマネジメ
ント、COVID-19対応による変更点等の諸連絡を
行った。

日々、学生が実習を行うにあたり、実習進行に
役立ったものとして、実習要項、クラスルーム掲
示板、実習オリエンテーション、朝・夕の全体ミー
ティング、教員と直接話すについて、半数以上が
役立ったと答えていた（図₁）。

 

図₁　実習進行に役立ったもの（複数回答可）　n=79

図₂　初回面接で自己の振り返り　n=79

図₃　音声課題の学び　n=79

₇新型コロナウィルス禍の学内統合看護実習評価　－学生アンケート結果から－

- 33 -



3多重課題・計画変更時の自己の傾向（₂択）
多重課題や、計画が追加・修正になった際の自

分の心の動き、対応する際の自己の傾向について
全員が気づくことができていた（図₄）。

 

4臨床の看護を感じ取れたか（₄択）
クラスルームや、対面実習で、臨床での看護を

感じ取ることが大いにできた52％（41名）、でき
た44％（35名）、あまりできなかった₄％（₃名）
で、できなかったと回答した学生はいなかった（図
₅）。

₃．実習の取り組み方
1学修課題を見つけ取り組めた（₄択）

大学での学び（知識・技術・態度等）の振り返
りは、大いにできた49％（39名）、できた48％（38
名）、₃％（₂名）があまりできなかったと回答
していた（図₆）。

 

2自分自身を振り返ることができたか（₂択）
自身の振り返りについては全員ができたと答え

ていた（図₇）。

図₅　臨床の看護を感じ取れたか　n=79

図₆　学修課題を見つけ、取り組めた　n=79

図₄　多重課題・計画変更時の自己の傾向　n=79

図₇　自分自身を振り返ることができたか　n=79
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3卒業後をイメージできたか（₂択）
実習を通して、卒業後の自分をイメージできた

94％（74名）、できなかったのは₆％（₅名）が
回答していた（図₈）。

 

4実習中の教員との関わり方（₄択）
統合看護実習は、教員と関わり他者の経験を直

接聞きながら、看護を考えるところに学内実習の
意義がある。学生が積極的に教員に関わったのは
15％（12名）、関わることができた68％（54名）、
あまりできなかった15％（12名）、できなかった
₁％（₁名）と回答していた（図₉）。

 

5自分の受講態度（₅段階評価）
実習の受講態度は、₅点16.5％（13名）、₄点

63.3％（50名）、₃点19％（15名）、₂点1.3％（₁
名）で、平均3.95点だった（図10）。

 

₄．実習評価
1実習の満足度（₅段階評価）

実習満足度は、₅点36.7％（29名）、₄点57％
（45名）、₃点5.1％（₄名）、₁点1.3％（₁名）で、
平均4.28点だった（図11）。

 

2統合看護実習で良かった点（自由記述）
65名から79の自由記述データを得てコード、サ

ブカテゴリー、カテゴリー化を行った。統合看護
実習の良さを42コード、26サブカテゴリーから、

【他者からの学び】【看護師としての将来】【タイ
ムマネジメント】【協働】【自己評価】【自主性】

【知識の獲得】【ICT と対面で俯瞰】【教員の対応】
の₉カテゴリーが抽出された（表₃）。

図₈　卒業後をイメージできたか　n=79

図₉　実習中の教員との関わり方　n=79

図10　自分の受講態度　n=79

図11　実習の満足度　n=79
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3統合看護実習の改善点（自由記述）
58名の自由記述から肯定的な意見を除き28デー

タを得た。データは抽象度が高く、サブカテゴリー
を生成せずコード、カテゴリー化を行った。26コー
ドから【ICT環境】【教育環境】【将来の不安】【実
習形態】【連絡事項】【消毒・清掃】【ソーシャル
ディスタンス】【教員の対応】【その他】の₉カテ
ゴリーが抽出された（表₄）。

4その他（自由記述）
45名の学生がその他に自由記述を記載してい

た。実習の改善点としても検討しなければならな
い『大学内 wifi 環境、PC 環境を充実してほしい』、

『自宅でリモートできるものはリモートにしてほ
しい』といった ICT 活用に環境に関しての要望
が₂件あった。

学内での統合看護実習に対しては『学生の将来

表₃　統合看護実習で良かった点 表₄　統合看護実習の改善点

カテゴリー サブカテゴリー

他者からの
学び

多くの経験を聞けて視点が広がった

経験談から自分の看護観を考えた

経験談は将来、困難時に役立つ

看護師とし
ての将来

看護師の仕事を知り将来のイメージを持
てた

リアルな経験から困難も乗り越えられる
と知ることができた

将来を見据えた実習

臨床の状況や看護管理を学べた

タイムマネ
ジメント

スケジュール管理の意味を考えた

自分に向き合って計画行動した

自分の計画、実践で達成感を得た

協働
皆で作り上げる実習

他学生の学修を知ることができた

自己評価

自己発見できた

臨機応変を身に着けた

具体的に考えるようになった

自主性
やるべきことを自主的に行えた

自己管理して学修した

知識の獲得 自己学修（不足知識）の学修ができた

ICT と対面
で俯瞰

対面実習の内容

ICT と対面実習で学びの俯瞰

教員の対応

教員に話しやすい

教員に質問でき、解決できた

常に教員がいてくれた

担当教員が統一され、良いバランス

教員が学生のために最善を尽くしていた

教員が肯定的に関わり、認めてくれた

カテゴリー コード

ICT 環境

PC 使える時間確保

リモート・対面を確認したほうが良い

音声聞きながら入力できるとよい

PC 不具合

教育環境

座席（真ん中立てない）

少人数で行いたい

自己学修時の環境（友達が賑やか）

教室が寒い

将来の不安

複数患者受け持ちの不安

複数患者受け持ちできず残念

看護師の怖さを実感した

実習形態
₁日の課題を朝出すと良かった

皆で考える授業があっても良かった

連絡事項

紙媒体の提出がわかりにくかった

クラスルームの連絡が複数になると混乱

変更点が紛らわしい

ミーティングを短くしてほしい

消毒・清掃
掃除の分担

掃除のシステム

ソーシャル
ディスタンス

人と人の距離が近い

行動報告時、人と人の距離が近い

教員の対応

日々の姿勢でアドバイスが響かない

他学生対応していると教員に聞けない

多くの教員に教室に来てほしい

顔と名前を一致させてほしい

音声だけでは伝えたいことがわからない
教員がいた

その他 グループで仲の良い学生と離れると孤独

10 太田　晴美
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を見据えた実習で不満は一つもない』、『自分の看
護観を見直すきっかけになり、モチベーションが
上がった』、『実習で多くを学び考えたので目指す
看護師になれるよう頑張る』、『社会人になる準備、
自ら考え行動する、自分自身に向き合うことがで
きた』と感想を述べていた。　

また複数の学生が学内実習に関して、『不安が
あったが充実していた』『（COVID-19で）忘れら
れない₁年になったが、それに負けないくらい良
い経験を聞かせてもらえて心から感謝している』、

『先生も初めての学内実習で準備が大変だったと
思うが、大学生活を振り返ることができ、教員・
周囲の環境に感謝する良い機会になった』と、新
型コロナウィルス禍の学内実習に関する不安を感
じながらも、教員に対して感謝しながら実習して
いたことを述べていた。

Ⅵ．考察

₁．学内実習準備
今回、A 大学では緊急事態宣言後、学内の

COVID-19対策として、入構制限等の措置を取っ
た。そのため統合看護実習オリエンテーションを
通常時期に行うことができなかった。また、₄年
前期に行う他の領域実習スケジュール変更の影響
から、統合看護実習日程調整に時間がかかり、学
生への事前アナウンスは最小限の事項のみクラス
ルームで行わざるを得なかった。

今回実習した学生は、全学生₁年前期の基礎
科目必修で情報処理を₁単位取得している。情
報処理では、大学内コンピュータ室を利用し
Microsoft Office® のソフトウェア Word、Excel、
Power point の基本的な操作方法を学修してい
る。また、履修登録や成績確認、大学からの連絡
等は Universal passport® を利用している。しか
し、学生は授業で学び、Word でテキスト入力す
ることはできるようになっているが、コンピュー
タを用いることに苦手意識があった。

また、学生は COVID-19緊急事態宣言後、入構
制限が段階的に解除となり₆月以降、領域実習を

学内で行っていた。そのため、学生は ICT を活
用した授業は少なく、クラスルームの利用に慣れ
ていない状況にあった。学生の苦手意識と利用法
に慣れていないクラスルームを導入するにあた
り、統合看護実習前にクラスルームの使い方を事
前に段階を追って確認しながら準備を整えた。学
生は実習開始時に、全員がクラスルームで質問、
音声再生、コメント提出等ができた。

学生の ICT 活用レディネスの把握、ICT 活用
に対する不安を少なくするためには、環境を整え
るだけではなく、ICT の利用方法を段階的に習
得する必要がある。学内実習に ICT を活用する
には、利用するツールを使えるようになることに
より学び方に影響すると示唆された。

₂．学内実習進行
例年、学生は実習が始まると『実習オリエンテー

ション内容を忘れた』、『実習要項を見ていない』、
『聞いていない』ということが多々あった。しかし、
学内統合看護実習では実習中もクラスルームの掲
示板や、実習要項を活用しながら、実習を進めて
いた。情報を自ら得るためには、何を、どのよう
に使うかを考え、主体的に行動していたと推察で
きる。

₃．学内実習内容
タイムマネジメント

初日のオリエンテーションで、₂週間の実習期
間内に行うべきことをガイダンスし、対面学修日
時、教室以外は、自分の計画に基づいて自由に実
施できることを説明した。学生は、いつ、何を、
どのような順番で実施するか、追加課題が提示さ
れても対応できるように、タイムマネジメントす
る意識を持つことができた。

Deci ら（1995）は「人は自ら選択することによっ
て自分自身の行為の根拠を十分に意味づけること
ができ、納得して活動に取り組むことができる」
と述べている。今回の実習では、学生が個々のレ
ディネスや個人特性によって学修方法、学修計画
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を自ら選択する方式をとった。学生は『自由にや
れるのは最初、ラッキーと思ったが、すごく難し
く奥深い。』と、自分の行動を選択する難しさと
重要性を感じ、主体的な取り組みができたと言え
る。

知識技術の統合
学生自身が大学での学びを振り返り、自分を確

認できた。実習前・中を通して、身についていな
い知識（技術）を、自分に合った方法で学修を継
続した。₂週間の自己学修成果について最終面接
時に、それぞれが自信をもって自己の学修スタイ
ルをプレゼンテーションしていた。『きれいなノー
トを作る』、『参考図書に書き込みをする』、『絵に
書いて理解を深める』、『ひたすら書いて理解する』
など、課題を提出するためだけのレポートやノー
トではなく、知識を得る方法を見つけて取り組ん
でいた。

知識理解を深める行動はできたが、臨地実習で
経験する患者との関わり、ケア提供（技術）、看
護師と協働する等はできなかった。

看護技術
80名の実習であることから、技術演習について

は①密を回避しなければならいこと、②学内の
ICT 環境、③学生の ICT スキル、④少ない教員
数等の理由から、看護技術演習はできなかった。

大島（2018）は、「看護教育がめざすものは、や
はり、倫理的観点を含むよりよい看護ケアの提供
ができるために、対象の方々を看護の視点から適
切に判断できること。そして解決できる企画・実
行、それを評価して修正していける力をつけるこ
とであろうと考える」と述べている。　　

今回、患者ケア実践をできなかったことは、看
護の視点から適切に判断する、解決するために必
要な “ 知識の補完 ” にとどまり、看護技術やコミュ
ニケーション等の経験不足は否めない。看護技術
経験は、就職後の新人看護師教育に頼らざるを得
ない。

全国的に見ても2020年度看護系大学₄年生の臨
地実習科目実施状況では、計画通りに実施できて
いるのは695科目のうち、わずか1.3％（13科目）
であった（一般社団法人日本看護系大学協議会高
等教育行政対策委員会（2020））。各大学では統
合看護実習を学内対面で行う、ICT で実施する、
ICT の利用状況もリアルタイム／オンデマンド、
対面と ICT 併用など、実施状況が異なることが
推察される。

臨床では、養成校毎に多様な形態で実習を経て
きた新人看護師として迎えなければならない。つ
まり、新人看護師教育にも影響すると言え、より
一層基礎教育と臨床（特に新人看護師教育）の連
携強化をし、学生の卒業後の成長をサポートして
いく必要性が示唆された。

　
他者の経験から学ぶ

初回面接に、学生自身が自己を見つめ、目標と
課題を明らかにした後に面接に臨んだ。学生は、
自分の経験や課題を伝え、教員からアドバイスを
受けたことで、自らの行動に責任感を持って行動
し、看護を改めて考えることができた。

クラスルームは学生の ICT 環境等を考慮し、
学生間で不利益にならないよう、コンピュータ室
を利用できる時間を設定した。

学生は、ICT を活用した音声であっても、身
近な教員の経験談に興味をもって聞き、学びを得
ていた。日ごろ授業等で接している教員が、“ 知
識の教授 ” ではなく、人間として、看護師として
“ 生の声 ” で “ 生きた経験 ” を話したことが、学
生の心に響いていた。松尾（2011）は、「他者から
学ぶ間接経験を軽視することはできません。なぜ
なら自分で経験できることは限られているからで
す。（中略）こうした他者の経験は、「自分の経験
にはどんな意味があるのか」、「今回の経験から何
を学ぶべきか」など、私たちが直接経験を振り返
り、意味を考えるうえで貴重な情報となるのです」
と述べている。

今回、学生たちは、多くの臨床看護師や教員の
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経験を聞き、看護の意義や、自分がどのような看
護を行っていきたいかを考えることができた。先
述の松尾（2011）は「職場の同僚や先輩・上司か
ら聞いた経験談や経験に基づいたアドバイスは人
が何かを成し遂げるときの助けになっているはず
です」とも述べている。学生は看護師や教員の経
験から、臨床看護を想像して学び、自分の将来像
を描くことができたと言える。

ICT を活用し、音声を聞き、学びを提出する
という課題は、在宅で実習することも可能であっ
た。しかし、科目責任者は学生に “ 対面で実習す
る意義を、「音声を聞いただけで終わらせないこ
と、経験を持つ教員が教室にいるので、どのよう
に活用するかが重要」と説明してきた。　

音声は一教員の経験だが、学生は音声を聞いた
後に、感じたことを対面で教員に語ることで、よ
り学びが深まったと考える。担当していた教員は、
次々に学生に声を掛けられ、疾患等の知識、看護
師としての経験、ワークライフバランス、キャリ
アアップなど、多岐にわたる質問を受けていた。
学生は他者の経験から自己の看護観に影響を受
け、臨床実践を想像し、自己の将来像に繋げてい
たといえる。

₄．実習評価
1統合看護実習で良かった点

今回の統合看護実習では、感染対策上グループ
ワーク等を設けることはできなかった。しかし
学生は統合看護実習の良さとして『このような状
況の中でも皆で一緒に作り上げる実習ができて良
かった』、『他の学生が、どのような方法で学修を
しているかを知れて、自分の学修スタイルのヒン
トになった。皆のおかげで自分も頑張れた』と、
他学生と協働できたとあげていた。また『オンラ
インで学びを得たが、それを対面で先生と話すこ
とでさらに深まった』、『オンラインだけだと孤独
を感じたと思うが対面とクラスルーム両方が良い
バランスだった』と ICT と対面を組み合わせて
行うことで、俯瞰しながら学びを深めていた。

今回の統合看護実習では、クラスルームの音声
課題、初回面接、対面実習、実習時間に学生が質
問に出向く等の内容で、22名の教員が対応した。
そのうち学生指導担当教員（常時教室で指導する
教員）は₃名で、通常の実習時よりも少ない人数
で指導を行った。しかし、学生は『多くの先生た
ちが自分たちのことを考え、対応してくれた』、『教
員が最善を尽くしてくれていた』と教員の存在や
指導が充実していたと感じていた。また、担当教
員₃名について『指導が統一されていて迷うこと
がなかった』、『肯定的にかかわってくれて、自分
を認めてもらえたことが嬉しかった』と、実習時
の教員対応が支えになっていたと明らかになっ
た。　

学内実習において教員指導は、学生にどのよう
に寄り添うか、教員が学生の成長を願う熱意を伝
えるかが重要であり、“ 対面する場 ” だけではな
く、様々な手段を工夫で対応できることが示唆さ
れた。

中井ら（2018）は、「複数教員で授業を行う場合
は授業の設計に加えて教員の組み合わせも重要で
す」と述べている。科目責任者は、平常時から、
学科内教員とコミュニケーションをとる中で、教
員の臨床経験やキャリアなど、何気ない会話から
情報を得ていた。学科内教員の経験を知っていた
ことは、学内実習計画を立案する際に、学生の興
味関心や、レディネスの状況から、教員の経験を
相互補完的に活用することができた。学生にとっ
ても、学科内の教員の経験が臨床経験を垣間見る
効果的な学びにつながったと言える。

2学内実習の改善点
学内での統合看護実習改善点は、学生が使える

学内環境、特に ICT 環境の整備が必要である。
学生は、複数患者受け持ちを通して学びを深め

たい気持ちを持っていたが、学内では経験するこ
とが難しく、『このまま臨床にでても大丈夫だろ
うか』と【将来の不安】に繋がっていた。

臨地実習で数週間複数患者受け持ちを経験した
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からといって、複数患者受け持ちが即座にできる
わけではない。患者ケアや、複数患者への対応は
経験しながら実践力を養う必要がある。加えて、
新型コロナウィルス禍で実習をしなければならな
かった学生は、臨床実習経験不足、学生自身の不
安があり、実習中だけではなく、実習終了後も丁
寧に学生指導を続ける必要があると言える。

医療安全の一環として、COVID-19対策を位置
付け、大学で定められた換気・清掃の方法で実施
していた。学生個々で、感染対策（健康状況チェッ
クや、手洗い、手指消毒、うがい等）や机等の消
毒は個別に徹底した。責任グループを決め、教室
の入れ替え時、₁日の終了時の最終責任をグルー
プ当番制で行った。

実習開始当初、環境整備の責任グループ人数が
多く “ 他学生任せ ” になる等、責任の所在が不明
瞭となった。実習数日後より、『今日は自分が残
るので最後点検します』と自主的な行動や、役割
分担する姿が見受けられた。当初は混乱しても、
学生自身が解決する力を持っていたと言える。学
生は、『教員に言われたからやる』『言われたこと
だけをする』という考えから、自ら考え、工夫し、
行動するようになっていった。教員は、学生の主
体的な行動を促し、いかにサポートするかが重要
だと考える。

学生は教員に相談したいと思っても、自らアク
ション出来る学生とは限らず、待っている学生が
いたことも明らかになった。通常の実習では少人
数の学生グループに、担当教員が指導している
が、今回は80名を₃名の担当教員で対応していた
ため、『教員に声をかけてもらえるのを待つ』『教
員に聞きたいことがあっても他学生対応が終わる
のを待つ』学生も存在した。学内実習時に適切な
教員配置は、課題が残る。また、教員として学生
の顔はわかるが全員の氏名をフルネームで覚えて
接することができなかった。学生からも、『名前
と顔を一致してほしい』と回答があり、看護は個
人を大切にすることからも、課題が残った。

₅．学内統合看護実習総括
学生の統合看護実習の受け止め方

学生は臨地で実習できない不安、『“コロナ世代”
と呼ばれ、実習できていないことはわかっていて
も、就職後にこんなこともできないのか？といわ
れるのではないかと不安もあったが、予想を遥か
に超えたやり方で、いろんなことをたくさん学べ
た』、『この実習でなければ解決できなかったこと
がたくさんあると思った』と肯定的に学内実習を
とらえていた。

ICT 活用
厚生労働省（2019）の看護基礎教育検討会報告

書により、2022年新入生から看護基礎教育内容の
変更が適用される。「情報通信技術（ICT）の発展
により、看護基礎教育においても ICT を活用す
るための基礎的能力が重要」と、ICT を活用する
能力強化を打ち出している。新型コロナウィルス
禍という状況で、実習目的を達成するために、行っ
たクラスルームを利用した実習により、ICT 活
用能力が強化されたと言える。

実習計画
臨地での統合看護実習を学内実習に変更する前

例がなく、実習計画においては臨床の看護管理者
から意見を聞いて、実践的な計画を立案した。

学生の学びを促すために、実習計画は Keller
（2009、2012）の ARCS － V モデルを参考にした。
いかに注意をひくか、興味持つか（Attention）と
いう側面では、新人看護師（₃月に卒業した先輩）
の話を聞き、実習が臨床につながることを意識付
けた。

実習が価値ある経験、目的を達成することは自
分の将来にどのように役立つか（Relevance）は、
多様な臨床実践を聞き、自らも実習経験を話せる
ような時間を持った。

自分の学習に自信を持ち成功への期待を持たせ
る（Confidence）は、個別の面接時間を取り個々
の成長を教員と学生が共有し、承認することで自
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分の学習に自信を持ち、さらなる課題に取り組ん
でいった。

学内実習に満足感を得るために（Satisfaction）、
教員間で統一し公平に対応する、教員の意図を伝
え、成長につながっていることを学生自身が感じ
るようにした。

自らの行動に責任を持つこと、与えられた学修
をするだけではなく意志をもって自分で選択し、
実行すること（Voition）を促すようにした。設定
されている対面実習の時間以外は、学生がある程
度自由に場所（学内の複数個所）、内容を実施で
きるように設定した。学生は “ 自由 ” には責任が
伴うことを痛感しながら、自らの意志で行動を決
めることができた。

本来の目的を達成できるよう実習時期の検討、
実習要項を修正、記録用紙の修正、初回面接準備、
教員間の理解を促す調整、評価方法等を検討し、
計画・実践した。特に評価は学生に不利益が生じ
ないよう、最終面接は科目責任者が全学生と個別
面接を行った。学生は大学最後の実習が学内に
なったことで、卒業後の自分に対し危機感をもっ
て、主体的に臨んでいた。　

統合看護実習の目的を変更せずに対面と ICT
活用し実施できたことは、①実習計画、②学生の
危機感、③学生の主体的な取り組み、④多くの教
員が音声・面接を担当したことにより可能になっ
たと言える。 

Ⅶ．結論

学内での統合看護実習であっても、対面と ICT
活用を併用し、目的を変えずに実習を行った。教
員の持つ実践経験を活かし、臨床を想起する教育
を行うことができた。学生は自らの意思で学ぶ姿
勢を示し、自らが主体的に取り組み、大学生活を
総合的に振り返り、目標と課題を明らかにして行
動した。一方、看護技術や、コミュニケーション
等、臨床経験不足は否めない。医療機関とコロナ
禍の実習方法並びに、継続教育について連携強化
する必要性が示唆された。

Ⅷ．研究の限界と今後の課題

学内実習は臨地実習での経験を完全に再現でき
るものではない。本報告は統合看護実習直後の学
生アンケート結果であり、学修効果を測定するに
は限界がある。

学生は学内統合看護実習に満足感・達成感を得
ただけではなく、自己課題を述べていた。今後、
学生の課題に対する取り組みを、継続支援する必
要がある。
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